
R７年（2025年）11月26日（水）
札幌市健康づくり推進協議会

資料２

札幌市健康づくり基本計画
「健康さっぽろ21（第三次）」

概　要

札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ21（第三次）」とは

◆策定の趣旨、経過

・平成15年（2003年）

国が定めた「健康日本 21」を踏まえた「市町村健康増進計画」として、市民一人ひとりが生涯を通して健
康を実現することを目指し、札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ 21」を策定（第一次計画）

評価（中間、最終）を実施

・平成26年（2014年）

　「健康さっぽろ21（第二次）」　　　　　　

評価（中間・最終）を実施

・令和７年（2025年）

　「健康さっぽろ21（第三次）」

　計画期間：令和７～ 18年までの12年間、令和12年（2030年）を目途に中間評価を予定



◆計画の位置づけ

【まちづくりの重要概念】

・ユニバーサル（共生）
誰もが互いにその個性や能力を認め合

い、多様性が強みとなる社会の実現

・ウェルネス（健康）
誰もが生涯健康で、学び、自分らしく活躍
できる社会の実現  

・スマート（快適・先端）
誰もが先端技術などにより快適に暮らし、
新たな価値の創出に挑戦できる社会の実
現

札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ21（第三次）」とは

札幌市の平均寿命と健康寿命

北海道、全国との比較
2010年と2019年の比較



計画の体系

ライフステージごとの健康行動～健康要素別の整理

・社会の多様化、さらなる高齢化を踏まえ、次世代（0～19
歳）、働く世代（20～64歳）、高齢世代（65歳～）といった
市民の各ライフステージ（人生の段階）に応じた健康づくり
の取組を進める。

・現在の健康状態は、これまでの生活習慣や環境等の影
響を受ける可能性や、次世代の健康にも影響を及ぼす可
能性があることを踏まえ、ライフコースアプローチ（胎児期
から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉えた健康
づくり）を、関連計画とも連携しつつ取り組んでいく。


